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湯沢町の平成１９年度湯沢町の平成１９年度決決算算
収支は３億 ６ ９ ７ ４万５千円の黒字となりました一般会一般会計計

湯沢町の一般会計の収支は毎年度黒字ですが、昨年度のように、実質的な収支が赤字になった年度もあります。これは、
収入が不足したために、多額の貯金を下ろして支出に充てなければならなかったからです。平成１９年度は、収入に見合う支
出の削減などにより、貯金を下ろさなくて済んだため、実質的な収支も黒字になりました。今後についても、収支のバランスを
取りながら健全な財政運営に努めていきます。

実質的な収支
�－�－�＋�

支出のうち貯金に
積み立てた額　�

収入のうち貯金を
おろした額　�

収入のうち前年度
からの繰越金　�

収支　�

４億１７８０万円５億９３５２万１千円０円５億３３７５万２千円３億５８０３万１千円平成１７年度

▲１億７５４５万４千円１３０万４千円１億５４４５万２千円３億５８０３万１千円３億３５７２万５千円平成１８年度

４５８６万５千円１１８４万５千円０円３億３５７２万５千円３億６９７４万５千円平成１９年度

繰越金 ３億３５７２万４千円（ ５.３％ ）

国庫支出金 ３億３６５万３千円（ ４.８％ ）

県支出金 ２億４７９３万２千円（ ３.９％ ）

諸収入 ２億４０９６万８千円（ ３.８％ ）

財産収入 １億６７３４万円４千円（ ２.６％ ）

地方消費税交付金 １億１１６１万４千円（ １.８％ ）

使用料及び手数料 ７９５６万２千円（ １.２％ ）

地方譲与税 ７７２６万４千円（ １.２％ ）

繰入金 ２３５２万５千円（ ０.４％ ）

その他 １億６７９７万１千円（ ２.６％ ）

★町　　　税 ７７７１万９千円減・・・・・・・・・・・固定資産の価格の下落等により1億 2185万 5千円減、町民税が 5117万 4千
 （１.７％減） ・・・・・・・ 増になったことが主な要因です。

★国庫補助金 １億４５７１万３千円増・・・・道路工事関係費用についての国からの補助金が、1億 347万円増となったことが
 （９２.３％増） ・・・・・・・ 主な要因です。

★財 産 収 入 ６６１７万円増・・・・・・・・・・・・・・・・・湯沢温泉ロープウェーが民間営業となり、施設貸付収入が 6644万 9千円増と
 （６５.４％増） ・・・・・・・ なったことが主な要因です。 

★使用料及び ２４５６万９千円増・・・・・・・・・・・観光事業会計で管理運営していた体験工房大源太や町営駐車場の利用料収入が、
　手数料 （４４.７％増） ・・・・・・・ 会計廃止で一般会計に計上され、2352万 5千円増になったことが主な要因です。

★地方譲与税 ６２６４万１千円減・・・・・・・・・・・国から地方への税源移譲が実施されるまでの、暫定的措置であった所得譲与税の
 （４４.８％減） ・・・・・・・ 廃止で、6160万 5千円減となったことが主な要因です。

★繰　入　金 ６億２１６万８千円減・・・・・・温泉管理事業清算特別会計廃止による繰入金 2億 819万 3千円減、減債基金繰入
 （９６.２％減） ・・・・・・・ 金 2億 5600万円減、財政調整基金 1億 5445万２千円減などが主な要因です。

★諸　収　入 ３億９３７７万４千円減・・・・平成１８年度に実施された観光事業会計廃止に伴う、会計への貸付清算金 3億 50
 （６２.０％減） ・・・・・・・ 00万円の返還金がなくなったことが主な要因です。

63 億 5147 万 3 千円（対前年度比 ９億１４９０万２千円減）収入の部

ポイント前年からの増減 前年からの増減 

町町税税
４５億９５９１万６千４５億９５９１万６千円円
（（ ７２７２..４４％％ ） ）

町税の内訳

９２８９万３千円町たばこ税３６億７５１１万７千円固定資産税

１６２７万７千円軽自動車税７億７９４万４千円町民税

８０万２千円都市計画税１億２８８万３千円入湯税
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★商 工 費 １３億８８６７万４千円減・・観光事業会計を清算するために平成１８年度に計上した補助金 13億 4064万 5
 （８６.３％減） ・・・・・・・ 千円がなくなったことで、大幅に減となりました。

★災害復旧費 ４０７５万２千円減・・・・・・・・・・・平成１８年度は、大雪による道路及び施設の損壊復旧工事費が多額でしたが、そ
 （７３.１％減） ・・・・・・・ れに比べて平成１９年度は少額となり、大幅に減となりました。

★土 木 費 １億８８０３万７千円増・・・・JR上越線中里跨線橋架替工事費や越後湯沢駅前の町道主水楽町線のバリアフ
 （１２.６％増） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ リー工事にかかる道路改良工事費の増が主な要因です。

★教 育 費 ４４９７万８千円増・・・・・・・・・・・トキめき新潟国体冬季大会スキー競技会開催に関する国体準備費 4902万 5千
 （１１.２％増） ・・・・・・・ 円増加が主な要因です。

59 億 8172 万 8 千円（対前年度比 ９億４８９２万２千円減）支出の部

ポイント前年からの増減 前年からの増減 

衛生費 ６億１４５２万７千円（ １０.３％ ）

教育費 ４億４６５０万円（ ７.５％ ）

消防費 ３億７０１８万８千円（ ６.２％ ）

商工費 ２億２０７６万４千円（ ３.７％ ）

公債費 ２億１８８９万３千円（３.６％ ）

農林水産業費 １億１３４２万７千円（１.９％ ）

議会費 ５３２０万４千円（０.９％ ）

災害復旧費 １５０１万９千円（０.２％ ）

労働費 ９４９万８千円（０.１％ ）

町が使ったお金（５９億８１７２万８千円）をその性質別によりグラフにしてみると、お金の使い方の特徴を違う側面から見る
ことができます。

ポイント性質別に見た支出の内訳 性質別に見た支出の内訳 

�支出の中で最も大きな割合を占めるのが人件費 (２０.１%)です。職員の数が多いことが要因となっています。

�次に大きな割合を占めるのが、各種団体への補助金や南魚沼市へのごみ処理、消防業務などにかかる委託費 6
億 3225 万円と、公営企業（水道事業、病院事業）の収入不足を補う補助金 1億 8659 万 7千円などを集計した補
助費等 (１９.８%)です。平成１８年度の決算ではこれが最も大きな割合を占めていましたが、平成１９年度から観光事
業会計への補助金がなくなったことにより、支出での割合も減少しました。

�３番目に大きな割合を占めているのが、特別会計（国民健康保険・老人保健・介護保険・下水道）の収入不足を補う
ために支出された繰出金 (１６.１%)です。

�４番目に大きな割合を占めている物件費 (１４.３%)は、旅費や消耗品、委託料などの消費的な経費です。事務と事業
の見直しにより年々減少しています。

※特別会計への繰出金、公営企業会計への補助金が、一般会計を圧迫していることがわかります。

人件人件費費
１１２２億１５２万１千億１５２万１千円円
（（ ２０.１２０.１％％ ） ）

補助費補助費等等
１１１１億８２３４万８千億８２３４万８千円円
（１（１９９.８.８％％ ） ）

繰出繰出金金
９９億６５８９万１千億６５８９万１千円円
（（ １６.１１６.１％％ ） ）

普通建設事業費 ７億６４３４万７千円（１２.８％ ）
維持補修費 ３億５７９７万５千円（ ６.０％ ）

その他 ６億５１７７万５千円（１０.９％ ）

土木土木費費
１６億８４７２万１千１６億８４７２万１千円円
（（ ２８２８..２２％％ ） ）

総務総務費費
１５億３６６４万１５億３６６４万円円８千円８千円

（（ ２５２５..７７％％ ） ）

民生費 ６億９８３３万９千円（ １１.７％ ）

物件費 ８億５７８７万１千円（１４.３％ ）
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皆さんが納める保険税が支えです。国民健康保険特別会 国民健康保険特別会計計 

支出収入収入－支出＝６２７４万６千円

国民健康保険は、他の医療保険制度に加入し
ていない皆さんのための制度です。歳出では、通
常の保険事業のほかに出産育児一時金４９０万円、
葬祭給付費２６５万円、人間ドック助成金１５９６万円
等を支出しています。

 一般会計からの繰入金　６３７６万７千円 

◎基金の残高
　国民健康保険支払準備基金 

１億９２２万２千円

金額科目金額科目

６億３３９３万４千円保険給付費３億３８６６万３千円国民健康保険税

１億５４３１万７千円老人保健拠出金２億７８１６万６千円国庫支出金

６６２７万１千円介護納付金１億６２９１万７千円療養給付費

１８９５万円保健事業費９２６９万２千円繰入金

２０４２万２千円総務費８９１８万１千円繰越金

１億６５５０万１千円その他１億６０５２万２千円その他

１０億５９３９万５千円計１１億２２１４万１千円計

特定の事業を行う場合に、その事業の収入を支出に充て、
一般会計と区別して経理する会計です。

平成２０年度から後期高齢者医療制度に移行しました。老人保健特別会 老人保健特別会計計 

支出収入収入－支出＝１２万１千円

老人保健制度は、高齢者の医療の負担を軽くし、
安心して医療を受けられるようにするための制度で
す。対象となる７５歳（一定の障がいのある人は６５
歳）以上の人に対し、医療費給付を行います。平成
２０年度から後期高齢者医療制度（長寿医療制度）
に移行され、清算の期間を経た後廃止となります。

 一般会計からの繰入金　５４００万３千円 

金額科目金額科目

７億２５１５万９千円医療諸費３億９４４３万６千円支払基金交付金

７８４万３千円諸支出金２億２９１４万７千円国庫支出金

３１２万５千円総務費５８４５万１千円県支出金

５４００万３千円繰入金

２１万１千円その他

７億３６１２万７千円計７億３６２４万８千円計

介護を必要とする高齢者を社会全体で支えます。介護保険特別会 介護保険特別会計計 

支出収入収入－支出＝２５８７万８千円

平成１８年度の要介護（要支援）認定者数は、２９２
人となっています。今後も介護サービスの利用が
増加していくと見込まれることから、制度の安定的
な継続を図るため、給付の適正化に取り組んでい
きます。

 一般会計からの繰入金 １億２６２６万６千円 

◎基金の残高
　介護給付費準備基金　　　３５３０万３千円

金額科目金額科目

５億１６３０万５千円保険給付費１億６１７１万５千円支払基金交付金

４０５３万円諸支出金１億２３８２万９千円国庫支出金

２９９７万９千円総務費１億２６２６万６千円繰入金

２４５９万６千円基金積立金１億１２８７万６千円介護保険料

４０７９万円その他８０９９万８千円県支出金

７２３９万４千円その他

６億５２２０万円計６億７８０７万８千円計

収入不足のため、下水道への接続促進が課題となっています。下水道特別会 下水道特別会計計 

支出収入収入－支出＝９１０９万９千円

平成１９年度末の下水道普及率は８７.９％、水洗
化率は８２.７％となりました。国から事業認可を受けて
いた区域の整備はほぼ完了しています。しかし、こ
れまでの急速な下水道整備のために、借金残高は
平成１９年度末で７９億１１１３万５千円となっており、
その返済のために一般会計からの繰入金が多額に
なっています。

 一般会計からの繰入金　７億２１８５万５千円 

◎基金の残高
　下水道施設改修基金　１億８７５１万４千円

金額科目金額科目

７億２８２０万６千円公債費７億２１８５万５千円繰入金

１億６０２０万８千円公共下水道費２億６８２４万３千円使用料・手数料

８２６１万６千円総務費１４００万円国庫支出金

４６３１万２千円特定環境保全公共下水道費１億４３４万３千円その他

１０億１７３４万２千円計１１億８４４万１千円計

特別会特別会計計
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安定性が高く安全な水源を確保し、安心して飲める水の供給に努めます。水道事業会 水道事業会計計 

年々水道使用量が減少していて、水道料金収入もそれに比例し
て減少してきていますが、事業費の削減により黒字決算（純利益
２６８０万７千円）となっています。今後もより一層の経営効率化を
図ります。

 一般会計からの補助金　５６５９万７千円 

４億１７１１万７千円収入収益的収支
（経営活動に伴う

もの） ３億８６３９万２千円支出

５４７３万１千円収入資本的収支
（建設改良のため

のもの） １億８４７９万５千円支出

平成１４年度に開業した病院施設の会計です。病院事業会 病院事業会計計 

開院から５年が経過し、運営も順調に推移しています。平成１９
年度の事業収益は９億７３３２万４千円で、前年比２.１％の減となり
ました。

外来患者数６０,８１１人（1日平均２０６.８人・前年比１.１％減）
入院患者数２１,１４６人（1日平均２５７.７人・前年比６.７％減）

 一般会計からの補助金　１億３０００万円 

９億７３３２万４千円収入
収益的収支

１０億３４３５万９千円支出

０円収入
資本的収支

２７１４万４千円支出

観光事業会計は平成１８年度で廃止されました。観光事業清算特別会観光事業清算特別会計計 

支出収入収入－支出＝０円

湯沢温泉ロープウェー民営化により、平成１８年
度末で廃止された観光事業会計を清算するため
の会計です。平成１８年度内に収入・支出を終わる
ことができなかったものについて、この会計で処理
しました。

 一般会計からの繰入金　０円 

金額科目金額科目

１億２０２８万１千円観光事業清算費５１６万６千円財産収入

１億１５１１万５千円諸収入

１億２０２８万１千円計１億２０２８万１千円計

必要な経費を自らの収入で賄う独立採算の会計です。公営企業会公営企業会計計

※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、当年度消費税資本的収支調整額、過年度損益勘定留保資金で補填しました。

� �������������������������������������������������������������������������������������������

※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、当年度消費税資本的収支調整額、過年度損益勘定留保資金で補填しました。

特別会計・公営企業会計…これからの課題は？
�特別会計と公営企業会計は、一部の例外がありますが、原則として一般会計から独立し、
それぞれの事業の収入をそれぞれの支出に充てることで採算をとるべき会計とされて
います。

�しかし平成１９年度、湯沢町の一般会計から特別会計と公営企業会計に回したお金の総
額は、11億 5248 万 8千円に上り、一般会計の支出総額の実に１９.３％を占めています。

�他の市町村に比べて、現在のところ湯沢町は税収が多く、借金が少ない財政状況です。
でも、税収の柱である固定資産税が、これから年々減少してくることで、湯沢町の財政
は今後非常に厳しくなることが予測されます。

�一般会計から多額のお金を回しているこれらの会計（特に下水道特別会計）を建て直す
ことも、湯沢町の財政の課題となっています。


